
AI Picasso株式会社の100％子会社化

リーダー電子株式会社
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ご報告

リーダー電子株式会社（以下、「弊社」）は、2025年6月16日、AI Picasso

株式会社（以下、「A社」）の全株式を取得し100％子会社化することを

目的として株式譲渡契約書を締結したことをご報告申し上げます。
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A社概要

（１） 名 称 AI Picasso 株式会社 
（２） 所 在 地 東京都港区赤坂 ３-13-４ 赤坂三河家ビル ５F 
（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 宮内 和貴 
（４） 事 業 内 容 画像生成 AI アプリ・SaaS の開発運営、AI 受託開発 
（５） 資 本 金 20,100 千円 
（６） 設 立 年 月 2022 年 10 月 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社 AIdeaLab 64.45% 
株式会社カヤック 35.55% 

（８） 当 社 と の 関 係 

資本関係 該当事項はありません 
人的関係 該当事項はありません 

取引関係 当社は AI Picasso 社との間で、開発業務委

託に関する取引を行っております。 
 



戦略的意義
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動画制作市場の展望

動画制作市場は順調に成長しており、今後も継続する見込みの一方、制作

現場等で人的資源が追い付かず、大きな障害となってきている

2025年

動画市場
ポテンシャル

うち放送市場

制作能力が追い付かず、
成長の阻害要因になるリスク
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阻害要因の例

ドラマや映画撮影において、バーチャル・スタジオのニーズが拡大
しているものの、実写と背景の合成にはいまだ膨大な手作業が必要

アニメーション制作において、全世界的にセル画の描画スタッフが
枯渇

今後急速な拡大が見込まれるヴァーチャル・ライブ動画制作におい
て、実写CGの合成にやはり膨大な手作業が必要

これらのソリューションが早急に求められている
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A社子会社化の意義

このような動画制作の障害を取り除くべく、弊社は2020年以降、新たな

事業領域としてVMA事業 (Video Management Automation)を提唱し、動画

制作の自動化・省力化に向けたソリューションの開発に取り組んできてい

る。

このソリューション開発に、進化の著しい生成AI技術を活用すべく、昨年

度よりA社への業務委託を開始した。

業務委託を通じ、VMA事業における生成AI技術の可能性・実効性を認識す

るとともに、事業の一層の加速化を図るべく、この度A社を子会社化する

こととした。



業績への影響
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業績への影響

現在精査中であり、明らかになり次第速やかに開示する予定。
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